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プ
リ
ン
ス
・
ト
ク
ガ
ワ
の
生
涯

晩年の昭武公（円内）と､ パリ ヘ向かう途中の昭武一行の記念写真（1867年 ４月 ５日 マルセイユで撮影）

催

中

今
月
３
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、
戸
定
が
丘
歴
史
公
園
内
の
戸
定
歴
史
館
で
、

開
館
記
念
展
「
プ
リ
ン
ス
・
ト
ク
ガ
ワ
の
生
涯
」
―
徳
川
昭
武
と
そ
の
時
代
―

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

将
来
を
嘱
望
さ
れ
て
い
た
一
人
の
少
年
が
、
時
代
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、

明
治
維
新
後
の
新
体
制
の
中
で
、
旧
大
名
と
し
て
誠
実
に
生
き
る
姿
に
ふ
れ
る

こ
と
で
、
何
か
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

戸

定
邸

の

あ
る

じ

だ

っ

た

徳

川

昭

武
は

、

黒
船

来

航

に

揺

れ

る

嘉

永
６

年
二

八

五

三
）
に

、

水

戸
徳

川

家

第
九

代

藩

主

徳
川

斉

昭
の

十

八

男
と

し

て

生
ま

れ

ま
し

た

。

才

気

あ
ふ

れ
る

昭

武

は

、
少

年
期
に
、
混
迷
す
る
幕
末
の
京
都

の

政
局

に

深

く
関

わ

り

、
そ

の

治

安
に

活

躍

。

十
四
歳
の
と
き
に
は
、
実
兄

の

十

五

代

将
軍

・

徳

川

慶
喜

の

名
代

で

、

パ
リ

万

博

（

一
八

六

七

年
開

催

）
を

訪

れ

ま
し

た

。

慶

喜

は

、
彼

に

博

覧

会
終

了

後
も

フ
ラ

ン

ス

に

留

学

す
る

よ

う

命

じ
て

お

り

、

新
し

い

時

代

の

指

導

者
と

し

て

、

若
い

昭

武

徳川昭武公の略年譜

に
大
き
な
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し

、
フ
ラ
ン
ス
到
着
の

翌
年
に

明
治
維
新
と
な
り
、
急

拠
帰
国
。
そ
の
後
、
水
戸
藩
の

第
十
一
代
藩
主
か
ら
水
戸
藩
知

事
に
就
任
し
ま
し

た
。

廃
藩
置
県
後
は
、
中
央
政
局

に
は
か
か
わ
ら
ず
、新
体
制
の
中

で
旧
大

名
と
し
て

誠
実
に
生
き

た
昭
武
。
記
念
展
で
は
、
そ
の

生
涯
を
紹
介
し
ま
す
。

展
示
は
次
の
四
つ
の
テ

ー
マ

で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

動
乱
の
京
都
か

ら
バ
リ
ヘ

…

幕
末
の
京
都
政
局
の
動
向
と
昭

武
の
か
か
お
り
を
紹
介

慶
応
３

年
バ
リ
万
博
と
第
一

次
留
学
…
少
年
・
昭
武
と
当
時

の
日
本
の
西
欧
体
験
事
情
を
、

国
内
に
残
さ
れ
た
パ
リ
万

博
関

係
の
資
料
を
中
心
に
展
示

最
後
の
水
戸
藩
主
…
最
初
の

フ
ラ
ン
ス

訪
問
か
ら
帰
国
後
、

水
戸
藩
主
に
な
っ
て
か
ら

隠
居
、

戸
定
邸
に

移
住
す
る
ま
で

戸
定
邸
で
の
生
活
・
趣
味
…

明
治
維
新
後
の
旧
大
名
の

生
活

を
調
度
品
と
古
い
写
真
で
紹
介

寮
展
示
品
の
ほ
か
、
写
真
や
解

説
パ
ネ
ル
を
配
置
し

、
各
テ

ー
マ

を
分
か
り
や
す
く
説
明

し
て
い
ま
す
。

（
２

ペ
ー
ジ
に
続
く
）

西 暦 年齢 記　　 事

1853年(嘉永６年) O
歳

９月24日、江戸駒込の水戸藩別邸で、第９代

水戸藩主徳川斉昭の18男として誕生。

1864年(元治元年) 11歳 京都御所の守備の任につく。

1867年(慶応３年) 14歳 パリ万博に将軍慶喜の名代として出席し、ナ

ポレオン３世に会う。

ヨーロッパ各国の元首とも会見。

1868年(明治元年)15歳 明治維新により帰国。第11代水戸藩主となる。

1859年(明治２年) 16歳 版籍奉還により、水戸藩知事に就任。

1871年(明治４年) 18歳 廃藩置県により、水戸藩知事を免ぜられ、東

京向島の水戸鵆||家本函こ移る。

1876年(明治９年) 23歳 ２度目のフランス留学。エコール・モンジュ
入学。

1881年(明治14年) 28歳
従三位となり、明冶天９の相談役である麝香
問祗候(じゃこうのましこう)に任ぜられる。

1884年(明治17年)31歳 戸定邸落成。６月に移住。

1901年(明治34年) 48歳 慶喜と狩猟旅行。松戸中学校の敷地として戸

定邸の土地の一部を売却。

1910年(明冶43年)57歳 ５月29日病床にふす。７月３日死去。

1951年(昭和26年) 二男･武定氏､文化財として戸定邸を市に寄贈。

わたしの夢

大きくなった虫たちと遊ぶ幸恵さん

わたしのゆめは、虫やどうぶつたちがもっ

と大きくなって、わたしたちがのれるように

なって、とんだり、はねだりして、いろんな

ことをして、あそぶことです。このゆめが本

当にかなってほしいと思っています。

戸定歴史館開館記念展

市役所の代表電話は

徳
川
昭
武
と
そ
の
時
代

展
示
の
概
要

桜井幸恵さん (高木第二小学校３年)

開



「
プ
リ
ン
ス
・
ト
ク
ガ
ワ
の

生
涯
」
展
で

は
、
昭
武
ゆ
か
り

の

品
を
数
多
く
展
示
し
ま
す
。

こ

れ
ら
の
展
示
品
は
、
訪
れ

た
人
に
昭
武
の
生
涯
を
語
り
か

け
て

く
れ
る
で
し

ょ
う
。

主
な
展
示
品
は

次
の
と
お
り

で

す
。

緋
羅
紗
地
三
葉
葵
紋
陣
羽

織
・
紅
地
雲
龍
牡
丹
蓬
来
山
文

様
繻
珍
直
垂
・
袴
・
脚
絆
（
市

指
定
文
化
財
）
…
幕
末
の
も
の
。

昭

武

が
旧

幕

時

代
に

所

用

金

側
葵

紋

付

節
公

写

真
入

懐

中
時
計
…
径
四
・
八
㌢
㍍
ス

イ

ス

製

。
昭

武

が

将
軍

の

名

代

と

し
て

渡

欧

し
た

際

、
ス

イ
ス

大

統

領
か

ら

贈
ら

れ
た

も
の

御
日

記

二

八

六

七

年
の

パ

リ
万

博
に

派

遣

さ

れ
た

と

き
に

、

昭

武

が
つ

け
て

い

た

日

記

昭
武
公
宛
徳
川
慶
喜
書
簡
…

｢勝利者！」

将

軍

慶

喜

が
若

年

の

実

弟

、
昭

武
に

あ
て

滞
欧

中

の
心

構
え

な

ど

に
つ

い

て

説

い

た

も
の

立

原

杏

所
筆
「
山

水

幽

居

図
」

…
江
戸
後
期
の
著
名
な
水
戸
の

画
家
で

、
三
十
歳

代

前
半

の

作
品

和
田

三

造
筆

「

牧
場

の

晩
帰

（

下

絵

）
」

…

白

馬

会

十

周

年

記

念

展

（

明
治
3
8
年

）
で

、
白

馬

会

賞

を

受
賞

し

た

作
品

（
焼

失

）

の
下

絵

フ

ラ
ン

ス

製

晴

雨

計

・

双
眼

鏡

…
1
9
世

紀
の

作

。

昭

武

が
滞

欧

時
に

入

手
し

た

も
の

「
勝
利
者
！
」
…
メ
ー
ヌ
作
。

駐

仏
日

本
総

領

事
フ

リ

ュ

ー
リ

・
エ
ラ
ー
ル
か
ら
昭
武
に
贈
ら

れ

た

記
念

の

品

会

期

…
平

成
４

年
１

月
1
5
日

粉

ま
で

※
1
2
月
1
0
日
㈹
・
１
１
一
日
困
は
、

展
示

替

え

の

た
め

休

館

し

ま

す

。

厘

戸

定
歴

史

館

昔
6
2
1
2
0
5

0

番

緋羅紗地三葉葵紋陣羽織

※駐車 場が狭い ので、車での来 場は

ご 遠慮ください 。

戸定が丘歴史公園全体図

人形劇フェスティバル開催まであと18日

特
別
公

演
に
空
席

が
あ
り
ま
す

フ

ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
の

特
別

公

演
に

は

、

ハ
ガ
キ
申
し
込
み
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、

ほ

と

ん

ど
満

席

と

な

り
ま

し

た

。

2
3日

前

午
後

３

時

、
市

民

会

館
で

の

八
王
子

車
人
形

西
川

古
柳
座
「
葛
の
葉

」
に

は

、
空

席

が

あ
り

ま

す

の
で

、
希
望

す
る

人
は
ハ
ガ
キ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ

ム
は

次
号
広
報
で

お
知

ら
せ
し

ま
す

全
国
約
百
の
ア
マ
チ
ュ
ア
人
形
劇
団

の
公

演
は
、
す
べ
て
入
場
自
由
で

、
当

日
先
着
順
受
け
付
け
に
な
り
ま
す
。
各

会
場
一
斉
に
公
演
し
ま
す
の
で

、
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
よ
く
ご
覧
の
う
え
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

な
お
、
全
日

程
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
広

報
ま
つ
ど
1
1
月
2
0
日
号
で
お
知
ら
せ
し

八王子車人形

ま
す
。

暦

国
民
文
化
祭

松
戸
市
実
行
委

員
会
（
〒
2
7
1
松

戸
市
松
戸
二
〇

六
〇
図
書
館
本

館
内
）
音
6
5
1

5
1
1
5

番

●利用案内

※

月
曜
が
祝
日

の
揚
合
は
開
園
し

、
翌

日

が
休
園
に

な
り
ま
す
。

種 類 公 園 松雲亭 戸 定 邸 戸定歴史館

利用時間 午前９時～午後５時
午前９時30分～午後５時

(入館は午後４時30分まで)

休館・園 月曜、年末年始 月曜、年末年始
月曜､年末年始

展示替え期間

利用料金 無 料
500円

(１時間）

大　 人50 円

小中学生20 円

大　 人50円

小中学生20円

人形 劇フェ スティバルを

盛り上げる 会代表

幸田　眞希さん

(聖徳大学短期大学部講師)

こ

の
会

は
、
人

形
劇

に
興

味

を
持
っ

て
い

る

人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
成

功
す

る
よ

う
後
押

し

す
る

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

団

体

で

す

。
そ

れ
ば
か

り
で

な

く
、
こ

の

会
に

集
ま

っ
た
人
と
人
と
の
つ

な
が

り
を
、
今
後

も
大

切
に

し
た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
通
し
て
、
人
形
劇
を
含

め
た
子
ど
も
の
文
化
が
、
よ
り
豊
か
に
な
る
よ
う

考
え

た
り

、
手

を
貸
し

て

く
れ
た

り

す
る
人

が

増
え
て

ほ
し

い
と

思
い

ま
す

。

人
形
づ
く
り
講
習
会
を
開
催

日　 時 会 場 定員

11/4木

午前10時

～~午後3時30分
青少年会館

各

40人
午後1時30分

～4

時
常盤平市民

センター

内
容
…
カ
ラ
ー
軍
手
で
手
袋

人

形

を

作

り

ま

す

。

費
用
…
二
百
円
（
材
料
費
)

凾
1
1
月
９
日
出
ま
で
に
、
電
話

で

人

形

劇

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

を

盛

り

上

げ

る

会

事

務

局

昔
4
4

－

3
0
3
7

番

へ

国
分
川
分
水
路
崩
落
事
故
に
伴
う

県
災
害
対
策
緊
急
融
資
を
受
け
付

け
て
い
ま
す

融

資
対

象

者

被

災

地
域
で

六
ヵ

月
以

上

事

業

を

営
ん
で

い

る

中
小

企

業

者

（
被

災

証

明

が

必
要

）
　

使

途

運
転

資

金
　

限
度

額

一

事

業

者
に

付

き

一

千
万

円
　

返
済

期

間

五

年
以
内
（
据
え
置
き
一
年
以
内

）

利

率

年
五

・

三
％

（
実

質

負

担

年
三

％

）
　

受
付

期

間
1
2

月
3
1
日

㈹

ま
で
　

受
付

機

関

取

扱
金
融
機
関
・
信
用
保
証

協
会
・
商
工

会
議
所
・
県
金

融
課

※
申
込
用
紙
は
東
葛
飾
支
庁

商
工
労
政
課
に
も
あ
り
ま

す
。

亶
県
商
工

労
働
部
金
融
課
登

0
4
7
2
－
2
3－
2
7
0
7

番

市
教
育
委
員
会
の
各
課

が

1
1
月
2
5
日
(
月
)
か
ら
移
転
し
ま
す

移転先：根本356番地 京葉ガスＦ

松戸ビル4階～6階 ※案内図参照

課　　名 電話番号

庶　　 務　　 課 66－7455

学 校 施 設 課 66－ｱ456

学　　 務　　 課 66－7457

指　　 導　　 課 66－7458

保 健 体 育 課 66－7459

中学校給食準備室 66－7460

教 育 研 究 所 66－7461

社 会 教 育 課 66－ｱ462

美 術 館 準 備 室 66－7463

少 年 セ ン タ ー 66－7464

●案内図
茴
管
財
課
庁
舎
管
理
係

み
ん
な
の
力
で
の
ば
そ
う

地
下
鉄
1
1
号
線

募
集
人
員
…
中
部
小
学
校

付

属
幼

稚
園
二
百
人

、
小
金

小

学
校

付

属

幼

稚
園

百

六

十
人

※
い
ず
れ
も
一
年
保
育

入

園

資

格

…
市

内
に

住
所

を

有

す

る

昭
和
6
1
年
４

月

２

日

～
6
2
年
４

月

１
日

の

間
に

生
ま

れ

た

幼
児

受
付
日
時
…
1
1
月
1
3
日
出

・
1
4
日
出

、
午

後
１

時
3
0
分

～
４

時

受
付
場
所
…
各
幼
稚
園

※
該
当
す
る
幼
児
の
住
民
票

一

通
と
印
鑑
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い

。

選
考
…
面
接
に
よ
り
ま
す
。

中
部
小
付
属
幼
稚
園
＝
1
2月

４
日
困
、
小
金
小
付
属
幼
稚

園
儿

七
月
５
日
困

※
保
護
者
は
必
ず
、
受
付
票

持
参
の
う
え
、
該
当
す
る

幼
児

を

同

伴
し

て

お

い
で

く
だ

さ

い

。

費
用
…
入
園
に
際
し
て
入

園

料
（
三

千

円

）
、
帽

子
・
ス

モ

ッ
ク

・

上

履

き
な

ど

一
万

五

千
円

程

度

。
ほ

か

に

毎

月

保

育
料

（

現

行
六

千

円
）
・
給

食

費

・
Ｐ
Ｔ

Ａ
会

費

・

絵

本

代

な
ど

で

一
万

円

程

度

必
要

で

す
。

圃

学
務

課

学

務

係
、

中

部

小

付

属

幼

稚

園

容
6
3－
2
5
6

9
番

、

小

金

小
付

属

幼

稚
園

昔
4
1
1
2
0
0
3

番

市
立
〈
中
部
小
付
属
〉
幼
稚
園
児
募
集

〈
小
金
小
付
属
〉

昭
武
公
の
生
涯
を
語
る

ゆ
か
り
の
品
を
展
示

平
成
４
年
度

11月23日･24日 国民文化祭ちば'91

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
協
賛

京
葉
ガ
ス
Ｆ

松
戸
ビ
ル

移
転
先
の
住
所
と
電
話
番
号
は
、
左
表
の
と
お
り
で

す
。

戸定が丘歴史公園

節
公
写
真
入
懐
中
時
計



平成４年度平
成
４

年
４

月
１
日
以
降
の

保
育
所
(
園
)
の
入
所
申
請
を
次

に
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

入
所
要
件
…
児
童
の
保
護
者

が
、
①
昼
間
居
宅
外
で
労
働
し

て
い
る
②
昼
間
居
宅
内
で

児
童

と
離
れ
て
日
常
の

家
事
以
外
の

労
働
を
し
て
い

る
③
妊
娠
中
ま

た
は

出

産
後

間
が

な
い

④

疾

病
・
負
傷
ま
た
は
心
身
に

障
害

を
有
し
て
い
る
⑤
長
期
に

わ
た

る
病
人
や
心
身
に

障
害
の
あ
る

同
居
の
親
族
を
常
時
介
護
し
て

い

る
⑥
震
災
・
風
水
害
・
火
災

そ
の

他
の
災
害
の

復
旧
に

あ
た

っ
て
い
る
場
合

※
①
保
護
者
以
外
の
人
が
児
童

の
保
育
を
で
き
る
場
合
は
除

か
れ
ま
す
②
児
童
が
集
団
保

育
に
不
適
当
と
認
め
ら

れ
る

と
き
は
、
入
所
で
き
な
い
場

市長の窓

合

も

あ
り

ま

す

③

二
人

以

上

の

就

学
前

児

童

が
い

る

場
合

は

、

そ
の

全

員

の
入

所

申
請

が

な

け
れ

ば

、

原

則
と

し
て

入

所
で

き

ま

せ

ん

。

受
付
期
間
…
1
1
月
1
6
日
出
～

3
0日

出

受

付

場

所

…

福

祉

事

務

所

（
市

役

所
別

館

二

階
）

申
請
書
の
配
布
…
1
1
月
７
日

附

か
ら

、
福

祉

事

務

所
ま

た
は

各

保

育

所
（
園
）
で

※

現

在
入

所

中

の
人

、
入

所

申

請

中
の

人
で

、

平
成

４

年

度

も

引
き

続

き

入

所
を

希

望

す

る

場
合

は

、

新

た
に

申

請
し

て

く

だ

さ

い

。

入
所
決
定
通
知
…
訪
問
調
査
、

書

類

審
査

の

後

、
平

成
４

年
３

月

中
旬

に

お

知
ら

せ

し

ま

す

。

崑

福
祉

事

務

所

福
祉

係

市内保育所(園)一覧表

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る

と
き
、
台
風
二
十
一
号
が
迫

っ
て
い
ま
す
。

台
風
は
秋
雨

前
線
を
刺
激

し

、
関
東
地
方
に
も
明
日
か

ら
か
な
り
強
い
雨
を
降
ら
せ

る
と
の
予
報
で
す
。
水
害
が

気
が
か
り
で

す
。
台
風
二
十

二
号
も
発
生
し

、
北
に
進
ん

で
い
ま
す
。

今
年
は
い
つ
も
の
年
よ
り

台
風
の
発
生
も
、
集
中
豪
雨

も
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

と
に
か
く
台
風

が
近
づ
い
た

り

、
雷
雨
が
あ
っ
た
り
す
る

と

、
市
内
の
ど
こ

か
に
浸
水

区
域
が
発
生
し
な
い

か
と
心

配
に
な
り
ま
す
。

私
か
市
長
に
な
っ
た
こ

ろ

は

、
河
川
改
修
や
排
水
路
整

備
は
、
今
ほ
ど
進
ん
で
い
ま

せ
ん
で
し
た
の
で

、
一
度
豪

雨
が
あ
る
と
、
市
内
の
い
た

る
と
こ
ろ
で
浸
水
被
害

が
あ

っ
た
も
の
で
し
た
。

そ
こ
で
、
そ
の
解
消
を
市

保育所(園)名 設置主体 定員 年齢資格 所　 在　 地 電　話 延長保育

松　 戸　 学　 園 下　記　に　記　載

つ ぼ み 保 育 園 社福 35 産休明 上矢切1101－ 2 68－7811 Ａ

松 戸 南 保 育 園 社福 60 産休明 小山523－ 5 68－0366 Ａ

小　 羊　 保　 育　 園 社福 120 産休明 上矢切113 62－5916 Ｂ

梨 香 台 保 育 所 市 150 ６ヵ月 高塚新田494－ 9 91－3710 Ａ

平　 和　 保　 育　 園 社福 120 産休明 岩瀬608－ 6 6Z－0123 Ａ

野 菊 野 保 育 園 社福 100 産休明 野菊野５ 65－8385 Ａ

二十世紀ケ丘保育所 市 140 ６ヵ月 二十世紀が丘戸山町73 91－2200 Ｂ

松 ケ 丘 保 育 所 市 120 ６ヵ月 松戸新田554－ 2 68－9191 Ｂ

上 本 郷 保 育 園 社福 90 産休明 上本郷2292 66－0675 Ｂ

北 松 戸 保 育 所 市 140 ６ヵ月 上本郷3870 62－8282 Ａ

稔　台　保　育　園 社福 150 産休明 稔台610－ 1 62－5536 Ａ

松戸乳児センタ ー 社福 30 産休明３歳未満 松戸新田59Z 62－7610 Ａ

子すゞめ保育園 社福 110 産休明 日暮566 87－9874 Ａ

八 景 台 保 育 園 社福 120 産休明 松戸新田605－58 64－7802 Ａ

八 柱 保 育 所 市 150 ６ヵ月 日暮18アー１ 92－2955 Ｂ

金 ケ 作 保 育 園 社福 90 産休明 金ケ作306 85－8863 Ａ

三　空　保　育　園 社福 120 産休明 金ケ作216－10 84－6959 Ａ

常 盤 平 保 育 所 市 90 １　歳 常盤平西窪町11－7 87－6762 Ｂ

パン ダ 保 育 所 市 160 ６ヵ月 常盤平３丁目25 86－0802 Ａ

牧 の 原 保 育 所 市 150 ６ヵ月 牧の原２丁目６ 85－099Z Ｂ

松 飛 台 保 育 所 市 120 産休明 日暮820－19 84－2421 Ｂ

六　実　保　育　所 市 160 ６ヵ月 六高台１丁目40 85－0998 Ａ

さ わ ら び 保 育 園 社福 30 産休明３歳未満 栄町３丁目183 62－1530 Ａ

古 ケ 崎 保 育 所 市 110 ６ヵ月 古ケ崎４丁目3617 67－9981 Ｂ

古ケ 崎第二保育所 市 90 ６ヵ月 古ケ崎１丁目2994 63－4004 Ｂ

い わ さ き 保 育 園 社 福 90 産休明 西馬橋３丁目49－2 41－0941 Ｂ

けやき の森保育 園 社 福 100 産休明 中和倉331 44－5026 Ａ

松戸ひ ぱり 保育園 社 福 30 産休明３歳未満 西馬橋１丁目28一個 46－0336 Ａ

馬　橋　保　育　所 市 70 ６ヵ月 三ケ月1534 42－1097 Ｂ

馬 橋 西 保 育 所 市 150 ６ヵ月 西馬橋広手町123 44－8001 Ａ

新松戸ベビーホーム 社福 30 産休明３歳末満 新松戸６丁目118－ 1 44－3222 Ａ

新松戸中央 保育所 市 140 ６ヵ月 新松戸３丁目111 44－7221 Ａ

新松戸 南部保育所 市 140 ６ヵ月 新松戸南2 －17 44－0010 Ｂ

新 松 戸 北 保 育 所 市 90 ６ヵ月 新松戸７丁目145 46－5161 Ｂ

小 金 西 保 育 所 市 90 ６ヵ月 横須賀253－ 3 45－4994 Ｂ

小 金 北 保 育 所 市 140 ６ヵ月 中金杉３丁目192 44－4155 Ａ

小 金 保 育 所 市 70 ６ヵ月 小金444 41－2644 Ａ

さ く ら 保 育 園 社福 110 産休明 小金原４丁目37－15 42－0661 Ａ

若　 芝　 保　 育　 園 社福 30 産休明３歳末満 小金原８丁目句－20 43－1762 Ａ

小 金 原 保 育 所 市 100 ６ヵ月 小金原６丁目４－２ 41－2643 Ｂ

コ ア ラ 保 育 所 市 150 ６ヵ月 小金原４丁目６ 43－1262 Ｂ

貝 の 花 保 育 所 市 90 ６ヵ月 小金原８丁目11－1 44－〔)020 Ｂ

の

重
点
政
策
と
し
て

、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

こ

れ
ま
で

に
、
国
や
県
の

事
業
に
よ
る
河

川
改
修
や
、

松
戸
市
の
排
水
路
整
備
に
投

入

さ
れ
た
事
業
費
は

、
総
額

北干 葉導水路(写真中央部。上の川 は江戸川)

で
一
予
億
円
を
超
え
る
で
し

ょ
う
。

従
っ
て

、
最
近
は
浸
水
被

害
は
か
な
り
減
少
し
て

き
て

い
た
の
で

す
が
、
今
年
は

残

念
な
が
ら
、
中
和
倉
や
古
ヶ

崎
・
栄
町
・
馬
橋
地
区
に
浸

の
工
事
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
長
津
川
と
上
本
郷
地
区

か
ら
の

水
路
の
合
流
点
付
近

に
調
整
池

を
造
る
こ
と
、
新

作
の
台
地

方
面
か
ら
流
れ
て

く
る
水
を
分
流
さ
せ
る
水
路

を
新
設
す
る
こ

と
な
ど
の
、

雨
　
　
対
　
　
策

水
被
害
が
発
生
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

中
和
倉
地
区
に
つ
い
て
は
、

一
時
間
当
た
り
五
十
㍉
の
強

い
雨
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
、

下
流
か
ら

排
水
路
の

拡
幅
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ

効
果
的
な
暫
定
対
策
に
着
手

す
る
よ
う
、
指
示
い
た
し

ま

し
た
。

さ
て

、
松
戸
市
の
治
水
対

策
上
、
か
ね
が
ね
私
が
心
配

し
て
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
江

戸
川
が
増
水

し
て

水
位
が
上
昇
し
、
江
戸

川
か
ら
坂
川
へ
逆
流
す
る
こ

と
を
防
ぐ
た
め
に
、
坂
川
の

樋
門
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
と

き
に
、
大
雨

が
降
る
こ
と
で

す
。坂

川
か
ら
江
戸
川
へ
の
自

宮
間
満
寿
雄

然
排

水

が
で

き

ず

、

排
水

機

の

力

に

頼
る

し

か

な
い

か

ら

で

す

。

今

年
の

、
古

ヶ
崎
・
栄

町
・

馬

橋

地
区

に

発

生
し

た

浸

水

被

害

は

、
こ

の

よ

う
な

状

況

の

と

き
に

起
こ

っ
た

も

の
で

千
葉
導
水
路
へ

流
す
こ

と
に

よ
っ
て
難
を
免
れ
て

き
た
の

で

す
が
、
今
年
の
水
害
の
大

き
な
原
因
は
、
雨
量
が
特
に

多
く
、
導
水
路
の
水
位
の
方

が
坂
川
の
水
位
よ
り
上
昇
し

て

、
坂
川
の
水
を
導
水
路
に

※設置主体：「社福」―社会福祉法人立、「市」‐ 市立

※松戸学園については、運営上の理由により平成４年３月31日 で閉園の予定です( 回 呆育所課庶務係)。

※延長保育を含めた保育時間：Ａ方式( 月～金) 午前７時～午後 ／時、(土)午前Ｚ時～午後５時。Ｂ方式(月～金)午

前７時30分～午後６時30分、(土)午前７時30分～午後５時。

流
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

か
ら
で
す
。

さ
て
、
市
で
は
、
数
年
前

か
ら
千
葉
県
及
び
建
設
省
に

対
し
、
樋
野
口
に
自
然
排
水

の

樋
門
を
新
設
し
、
ま
た

、

そ
こ
に
あ
る
排
水
機
場
を
改

築
、
増
強
す
る
よ
う
、
要

望

を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

こ
の
要
望
が
認
め
ら
れ
、

今
年
度
か
ら
工
事
に
着
手
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で

す
。
そ
の
矢
先
の
出
来
事
で

、

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

完
成
の

暁
に
は
、
江
戸
川

沿
岸
の
み

な
ら
ず
、
松
戸
市

の
治
水
対
策
上
、
大
き
な
効

果
を
期
待
で
き
ま
す
の
で
、

早
期
完
成
に
向
け
て

、
引
き

続
き
努
力
す
る
所
存
で
す
。

歯
を
大
切
に

朝
シ
ャ
ン
せ
ず
と
も

歯
磨
き
忘
る
な

い
わ
ゆ
る
「
朝
シ
ャ
ン
」

と
い
う
も
の
は

、
今
や
多
く

の

若
者
た
ち
の
間
で

習
慣
に

な
っ
て

い
る
よ
う
で

す
。

体
の
清
潔
を
心
掛
け
る
こ

と
は
良
い
こ
と
で

す
ね
。

し
か
し
、
同
時
に
、
朝
食

を
抜
い
て
い
る
人
が
多
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
朝
食
を

と
ら

な
い
理

由
を

尋

ね
て

み
ま
す
と
、
朝
シ
ャ
ン
に

時

間
を
と
ら
れ
て
朝
食
を
と
る

時
間
が
な
い

、
と
答
え
る
人

が
多
い
と
も
聞
き
ま
す
。

朝
食
を
抜
く
と
い
う
こ
と

は

、
前
夜
に
夕
食
を
と
っ
て

以

来
、
昼
食
を
と
る
ま
で
体

に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
供
給
せ

ず

に

、
午
前
中
の
生
活
を
送
る

わ
け
で

す
か
ら
、
体
に
と
っ

て
は
、
大
変
不
自
然
な
こ
と

で
す
。

朝
シ
ャ
ン
の
た
め
に
朝
食

を
抜
く
こ
と
は
、
健
康
の
こ

と
を
考
え
る
と
本
末
転
倒
と

い
え
ま

す
。

朝
食
は

、
一
日
の
活
力
の

蔗
と
な
る
大
切
な
食
事
で
す
。

現
在
、
朝
食
を
抜
い
て
い
る

方
は
、
健
康
の
た
め
に
、
ぜ

ひ

と
も
し
っ
か
り
朝
食
を
と

っ
て

く
だ
さ
い
。

さ
あ
、
あ
し
た
か
ら
は
ち

ょ
っ
と
だ
け
早
起
き
し
て
、

朝
食
を
と
り
ま
し

ょ
う
。
そ

し
て

、
し
っ
か
り
と
食
事
を

と
っ
た

後
は
、
し

っ
か
り
と

歯
を
磨
く
こ

と
を
お
忘
れ
な

朝
シ
ャ
ン
し
て

、
体
の
清

潔
に
は
大
変
気
を
配

っ
て
い

る
の
に

、
お
口
の

中
の
清
潔

に
は
無
関
心
で
は
、
歯
が
ひ

が
ん
で
し
ま
い
ま
す
よ
。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

す
。北

千
葉
導
水
路
の

排
水
機

場
は
馬
力

が
大
き
く
、
排
水

能
力
は
絶
大
で

す
の
で
、
こ

れ
ま
で
は
、
北
千
葉
導
水
路

と
坂
川
と
の
間
の
水
門
を
早

め
に
開
け
、
坂
川
の

水
を
北

保
育
園
(
園
)

の

入
所
案
内



11 月16 日(土) ・17日(日)

健
康
に
つ
い
て
楽
し
み
な
が

ら
考
え
る
「
第
十
三
回
市
民
健

康
づ
く
り
の
集
い
」
が
、
1
1月

1
6日

出
・
1
7日
囲
の
二
日
間
を

中
心
に
、
市
内
各
地
で
行
わ
れ

ま
す
。

プ
ロ
野
球
解
説
者
・
中
畑
清

さ
ん
の
話
や
、
日
曜
日
の
健
康

診
査
な
ど
、
内
容
も
盛
り
だ
く

さ
ん
。

今
年
も
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

嚮
健
康
管
理
課

絶好 調男、プロ 野球解説者の中 畑清氏

11月16日出市民劇揚で講演予定です。

会場 期　日 時　　間 行 事 名 内　　 容

市

民

劇

揚

11/16(土)

午後1 時30分

～ ４時

講 演「あ なた

お元気ですか」

―中 畑　 清と

語ろう 一

講師：プロ 野

球解説者

中畑　 清氏

絶好調男の健康管

理法や、プロ野球

の裏ぱなしなど話

題がいっぱい

会場 期　日 時　　間 行 事 名 内　　 容

松

戸駅

西

口

デ

ッ

キ

11/16(土)

午前10時

～ 午後２時

駅前健康相談
血圧測定コーナ、

看護相談コーナー

家庭介護コー

ナー

最新の介護用品・

用具の紹介と展示

※雨天の場合は松戸駅東西連絡通路で開催

会場 期　日 時　　間 行事名 内　　　容

市

民

会

館

11/15 刪
午前11時

～ 午後５時

健康生活展

健康づくり 実演・
体験コーナー、ク
ッキー試食とコー

ヒーサービス、料
理展示コ ーナー、

折り紙でアンパン

マンを作ろう、そ
ぱ粉・レト ルト 飯

無料配布、オリジ
ナルバッチコーナ

ー(写真持参)など
16

午前11時

～ 午後1 時

午後1 時

～ ４時30分

ジャズ体操フ
ェスティバル

ーきらめく 若
さオンスデー

ジー

健康づくりの体操
グループが日ごろ

の活動成果を発表

16山

17(日)

午前10時

～ 午後３時

シルバーお楽
しみ料理教室
―作って・食

べて・語らっ
て－

65歳以 上の人とボ

ラ ンティア団体と

の料理実習と会食

会（定員は両日と

も40 人）

匣電話で健康管理

課保健計画係 へ

市内４ 会場で行われる 歯の健康診査(昨年の集い から)

会場 期　日 時　　間 行事名 内　　　　容

松

戸駅

東

口

11/16 山

午前10時

～ 午後４時

愛の献血

16～64歳の人の献血を

お待ちしています。

※粗品進呈

会場 期　日 時　　間 行 事 名 内　　　容

健

康

増

進

セ

ン

タ

｜

11/17(日)

午前11時

～ 午後２時

ハープを用い

た食生活

ハープを使っての

調理実習、試食と

ハープの効用につ

いての学習

講師：管理栄養士

川田光子氏

費用:300 円

定員:35 人

[篳健康増進センタ

ーa65 －5588番へ

午後1 時30分

～ ３時

エアロビクス

ダンス

脂肪を燃やすフア

ツト バーニング・

エクササイズ

講師：インスト ラ

クター

原口幸子氏

定員:80 人

圉健康増進センタ

ーき65－5588番へ

会場 期　日 時　　間 行事名 内　　　容

ニュ
ーオ
ータ
ニ(
松戸
)

11/16 山

午前11時30分

～ 午後２時

糖尿病会食会

糖尿病患者 ・家族

と 医師・栄養士な

どと の会食と懇談

会

定 員:60 人

費 用:3,000 円

圉電 話で健康管理

課保健計画係 へ

会場 期　日 時　　間 行事名 内　　　 容

運

動

公

園

11/16 山

午前９時

～ 午後４時

ｸﾞﾗｳﾝ ﾄﾞ･

ゴルフ大会

１チ ーム６ 名の大 会形

式 （年齢制限なし ）

※参加賞進呈

惠11/6 團 までに 直接

スポ ーツ 課（運動公 園

内 ・豐63－9241 番）へ

会場 期　日 時　　間 行事名 内　　　　容

金ケ
筰公
園野
球場

11/1 肛

・17(日)

午前９時

～ 午後４ 時

ゲート ボ

ール大会

１ チーム８ 人の 大会形

式 （年齢制限なし ）

※参加賞進呈

圉11/8 宙までに 直接

ス ポーツ課（運動 公園

内 ・萱63 －9241 番）へ

会　　場 期　日 時　間 行事名 内　 容

東部スポーツパ
ーク
常盤平市民セン
ター
小金原市民セン
ター
新松戸市民セン
ター

11/17(日)

受付：

午前９時

～ 11時

健康診査

と相談

ヘ ルススクリ ー

ニング（18歳以

上 ）､歯科健康診

査・相談、薬の

相談、在宅ｹア

相談

会場 期　日 時　　間 行事名 内　　　　容

市役
所一
階通
路

11/11(月)

～ 16山

午前８ 時30分

～ 午後５ 時

(16日は午後
○時30分まで)

リハビリ 教

室作品展

リ ハビリ教室参加者の

力作を展示

地区名 期　日 時　　間 行事名 集 合 場 所

松　戸

11/16(土)

受付：

午前９時～

９時30分

開始：

午前９ 時30分

※雨天中止
歩こう会

江戸川河川敷（松

戸駅西口駅前通り

突き当たり）

常盤平
常盤平市民センタ

ー

小　金 17(日) 午前９時集合

※雨天中止

本土寺駐車場

児
童

手

当
申

請
受

け
付

け
中

一
人
目
の
子
ど
も
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

支
給
要
件
…
①
平
成
３
年
１

月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
児
童

を
養
育
し
て
い
る
こ
と
②
保
護

者
の
前
年
の

収
入
が
一
定
の
額

未
満
で
あ
る
こ
と

※
既
に
受
給
中
の
人
で

、
額
の

改
定
に
な
る
人
は
申
請
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

支
給
期
間
に
関
す
る
経
過
措

置
…
支
給
期
間
が
「
義
務
教
育

就
学
前
」
か
ら
「
三
歳
未
満
」

に

変
更
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、

既
に
手
当
を
受
給
し
て
い

る
人

に
配
慮
し
て
、
平
成
４

年
１
月

か
ら
一
年
に
一
歳
ず
つ
段
階
的

に
支
給
期
間
を
改
定
し

、
平
成

６
年
１

月
か
ら
三
歳
未
満
と
な

る
よ
う
に

、
表
１

の
よ
う
に
経

過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

手
当
月
額
…
表
２
の
と
お
り

手
続
き
に
必
要
な
も
の
…
印

鑑
・
児
童
手
当
用
年
金
加
入
証

明
書
（
窓
口
に
あ
り
ま

す
）
・
請

求
者
名
義
の
金
融
機
関
の
通
帳

表
面
コ
ピ
ー
(
郵
便
局
は
不
可
）
・

児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
（
平

成
３

年
１
月
１
日

現
在
松
戸
市

に
住
民
登
録
の
な
か
っ
た
人
)

※
家
庭
状
況
な
ど
に
よ
り
、ほ
か

に

も
書
類
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。

受
け
付
け
窓
口
…
援
護
課
・

各
支

所

黯

援
護

課

援

護

係

表 １（支給 期間 に 関 す る経 過措 置 ）表２(手当月額)

平成３年

12月まで

平成４年

１月から
平成

５年

１月から

平成６年

１月から

第1 子 -
平成３年1 月２日以
後に生まれた児童

３歳末満

第２子
義務教育
就学前

５歳末満 ４歳未満 ３歳未満

改　正　前 改　正　後

第1 子 - 5,000円

第２子 2,500円 5,000円

第3子以降 5,000円 10,000円

障
害
者
高
等
技
術
専
門
校
生
徒
募
集

対象 訓練科目
訓練
科目

資格

募集期間 選考日

身

体

障

害

者

OA 事務科

１年

高等
学校
卒業
以上

11/22宙

まで

12/12附

13廁

写 植 科

電子機器科

洋 裁 科

建築製図科 2年

中学
卒業
以上

精神
薄弱
者

縫製実務科

１年 12/1飭

木工実務科

茴
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
校
登
0
4
7
2
1肌－
7
7
4
4

市民健康づくりの集い



1
1
／
９
土
～
1
5
金
秋
の
火
災
予
防
運
動

『
毎
日
が
火
の
元
警
報
』
発
令
中

1
1
月
９
日
土
か
ら
「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」
が
、
全
国
一
斉
に

始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
空
気
が
乾
燥
し
て
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節

に
な
っ
て
き
ま
す
。
わ
が
家
の
火
の
元
点
検
、
安
全
対
策
は
で
き

て
い
ま
す
か
？

期　日 内　　　　　　　 容 開演時間

11/9 田 松戸市文化祭　日本古典舞踊連盟発表会 9:30

10(日) 松戸市文化祭　吟詠の集い 9:30

16(土) 市民健康づくりの集い ジャズ体操フェスティバル 10:00

17(日) 松戸市文化祭　日本舞踊大会 10:00

23出
第６回国民文化祭　人形劇フェスティバル

10:00

24(日) 13:00

12/1 日 市民コンサート　　　　　　　　　　　　 ☆ 14:0

0３㈲ 万作踊り発表会 11:0

0

防火診断では各家庭の火の元点検を行います

市
内
で
は
、
今
年
１

月
か
ら

９
月
ま
で
に

、
百
三
十
件
の
火

災
が
発
生
し

、
四
億
八
千
百
八

十
九
万
二
千
円
の
損
害
が
あ
り
、

四
人
の
尊
い

生
命
が
失
わ
れ
ま

し
た
。

だ
れ
も
が
起
こ

し
た
く
な
い

火
災
。
火
災
を
防
ぐ
に
は

、
第

一
に
は
、
家
の
火
の
元

点
検
、

第
二
に
は
、
火

が
出
た
と
き
の

対
応
（
初
期
消
火
体
制
）
が
大

切
で

す
。

市
消
防
局
で

は
、
年
間
を
通

し
防
火
に
関
す
る
指
導
を
行
っ

て
い

ま
す

が
、
特
に
火
災
予
防

運
動
の
期
間
中
、
市
民
の
皆
さ

ん
に

広
く
火
の
元
の
安
全
に
関

す
る
指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

消
火
訓
練
な
ど
の
申
し
込
み

も
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で

、
ぜ
ひ

体
験
し
て
く
だ
さ

い

。火

災
予
防
運
動
の
期
間
中
、

各
種
防
火
行
事
を
開
催
し
ま
す

の
で

、
皆
さ
ん
で

ご
参
加
く
だ

さ
い

。

火
災
予
防
行
事
に
参
加
を

▼

消

防

音

楽

隊

ミ

ュ

ー

ジ

ツ

ク

キ

ヤ

ラ

バ

ン

1
1
月
９
日
出
午
前
1
0
時
か
ら

㈱
ラ

イ

フ
コ

ー
ポ
レ

ー
シ

ョ
ン

ニ
十
世
紀
ヶ
丘
店
会
場
で
1
1

時
か

ら

イ
ト

ー
ヨ

ー
カ

堂
五

香

店
会

場
で

、
午

後
１

時
か

ら

サ

ン

ラ

イ

ズ
ス

ト

リ

ー
ト

フ

ェ
ス

テ

ィ

バ

ル

会

場

（
馬

橋

駅

西

口

・

音

楽
パ

レ

ー

ド

有
り

）
で

、

そ

れ

ぞ

れ
行

い

ま

す

。

▼

住

宅

家

庭

防

火

診

断

※月曜日は休館です。☆印のついている催し物は有料です

[醺市民会館昔68－1237～9番

期　日 内　　　　　　　 容 開演時間

11/10(日) 松戸市文化祭　松戸史談会 13:00

14哨 講演会　　　　　　　　　　　　　　　　 ☆ 10:00

17(日) ロック・コンサート 15:00

19(火) 劇団手織座公演　　　　　　　　　　　　 ☆ 18:00

20 カラオケ発表会　　　　　　　　　　　　 ☆ 18:30

22白

第６回国民文化祭　人形劇フェスティバル

11:0

024 12:30

24(日) 10:00

28
万葉集講座 10:00

講師コンサート　　　　　　　　　　　　　☆ 18:30

29白 講演会　　　　　　　　　　　　　　　 ☆ 10:00

12/6 哨 嘔野和子コンサート　　　　　　　　　　　☆ 18:30

※月曜日は休館です。☆印のついている催し物は有料です。

圃市民劇場豐68－0070番

消
防
職
員
が
皆
さ
ん
の
家
庭

を
訪
問
し
、
火
の
元

点
検
を
行

い
ま
す
。
訪
問
地
域
に
つ
い
て

は

、
町
会
（
自
治
会
）
を
通
じ

て
連
絡
し
ま

す
の
で

、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
火

災
予

防
ポ
ス

タ

ー
展

市
内
の
小
学
四

年
生
か
ら
応

募
し
て
い
た
だ
い
た
、
防
火
ポ

ス
タ
ー
の
作
品
展
を
、
市
内
の

百
貨
店
や
ス

ー
パ
ー
な
ど
で
行

い
ま
す
。

一
一
九
番
は

み
ん
な
の
命
綱

毎
年
1
1
月
９
日
は
「
一
一
九

番
の

日

」
で

す
。

昨

年

一
年

間
の

一

一
九

番

通

報

の

う
ち

、

緊

急

性
の

な
い

相

談

・

病
院

照

会

・
問

い

合

わ
せ

な

ど

が
、

半

分

近
く

も

占
め

て

い

ま

す
。

こ

の
よ

う
な
一
一
九
番
通
報

は
、
火
災
や
救
急
な
ど
、
本
当

に
助
け
が
必
要
な
人
た
ち
の
命

綱
を
断
つ
こ
と
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

緊
急
性
の
な
い

場
合
に
は
、

市
消
防
局
の
一
般
電
話
や
テ
レ

ホ
ン

ガ
イ

ド

を

ご
利

用

く

だ
さ

い

。

▽
火
事
や
災
害
の
問
い
合
わ
せ

（

消

防

テ
レ

ホ

ン

ガ

イ

ド
）

…

昔
6
2－
0
1
1
9

番

▽
消
防
局
へ
の
一
般
電
話
…
昔

6
3－
1
1
1
1

番

醋
消

防

局

救

急
防

災

課

昔
6
3－

1
1
1
1

内
線

９
？
１
冖｛
｝
番

駅

前

放

置

自

転

車

ク

リ

ー

ン

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

強

調

週

間

期
間
1
1
月
６
日
困
～
1
2
日
㈹

内

容
駅

前
で

の
放

置

自

転

車

防

止

の
呼

び

か

け

、
放

置

自

転
車

の

撤

去
、

バ

イ
ク

の

取

り

締
ま

り※
1
1
月
3
0
日
出
ま
で
、
県
下
一

斉
の

放

置

自
転

車

ク

リ

ー
ン

キ

ャ
ン

ペ

ー
ン

実

施

中
で

す

。

※

自
転

車

を

標
識

・
フ

ェ
ン

ス

等
の

工

作

物
に

チ

ェ

ー
ン

錠

等
で

固

定

す
る

と

、

放
置

自

転
車

撤

去

作
業

の

妨

げ
に

な

り

ま

す

。
こ

の

よ

う

な

場
合

、

チ

ェ

ー
ン

錠
等

を

切

断
し

て

撤

去
し

、

弁
償

等

は

一
切

し

ま
せ

ん

の
で

注

意

し
て

く

だ

さ
い

。

残

安
全

課

安

全
係

中

小

企

業

経

営

者

の

た

め

の
共

済
制

度
の

ご
利

用
を

①
小
規
模
企
業
共
済
制
度

②

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度

蠢
中
小
企
業
事
業
団
容
0
3－
3

4
3
3
－
8
8
1
1

番
、
松
戸

商
工
会
議
所
昔
6
4－
3
1
1
1

番空

気
を

き

れ

い
に

す

る

期
間

に

ご
協
力

を

1
1
月
か
ら
１
月
は
空
気
を
き

れ

い
に

す
る

期

間
で

す

。
ま

た

、

毎

週

水

曜
日

は

、

特
に

空

気

を

き

れ
い

に

す

る

日
で

す

。

暖

房
の

温

度

を
で

き
る

だ

け

低

く
し

た

り

、

不
要

不

急
の

自

動

車
の

使

用

を

控
え

る
な

ど

、

ご

協

力
を

お

願
い

し

ま
す

。

蠢

公

害

課
大

気

保

全

係

認

証
二

十

周
年
記

念
・
盆

栽

展

示
会

（
松
戸

市
文

化
祭

）

の

日
程

が
変

更

に

1
1月
1
5日
廊
～
1
7日
㈲
の
予

定
を
変
更
し
、
平
成
４
年
１

月

1
7日

廊
～
1
9日
面
ま
で

と
し
ま

す
。

黯
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係

市

立

保
育
所

臨
時

保
母

募
集

職
種
産
休
・
育
休
代
替
保
母

勤
務
時
間
午
前
８

時
3
0分
～
午

後
５

時
（
土
曜
日
は

午
後
Ｏ

時

3
0分
ま
で

、
午
前
ま
た
は
午
後

の
み
の
勤
務
も
可

）

問
保
育
所
課
保
育
指
導
係

「

税

を

知

る

週

間

」

催

し

物

く
ら
し
と
税
金
展
1
1
月
８
日

脂

～
1
7
日

収
　

酒

類

等
展

示

会

・

税
の

無

料

相

談

・

税
の

広

揚

1
1
月
８
日
脂
・
９
日
出
、
午
前

1
1時
～

午

後

４

時

泱

会

場
は

い

ず

れ

も

伊
勢

丹

松

戸

店
十

一

階

醴

松
戸

税

務

署

容
6
3－
1
1
7

1

番
年
末
調
整
の
説
明
会

1
2／
３
㈲

2
7團

2
6㈲

1
9図

期
日

市
民
劇
場

鎌
ヶ
谷
市
総
合
福
祉

保
健
セ
ン
タ
ー

流
山
市
文
化
会
館

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

会
　
　
　

場

対

象
源
泉
徴
収
義
務
者

時
間

午
後
１
時
～
４

時

※
い
ず
れ
の
会
場
も
駐
車
場
が

あ
り
ま
せ
ん
。

黯
松
戸
税
務
署
法
人
課
税
部
門
・

源
泉
税
担
当｛
一一
6
3－1
1
7
1

番国

民

健

康

保

険

料

収

納

員

を
募

集

応
募
機
限
1
1
月
1
2
日
㈹
　
対

象
五
十
歳
ま
で
の
、
健
康
で
収

納
業
務
に

専
念
で
き
る
女

性

定
員
若
干

名

圜
国
民
健
康
保
険
課
保
険
料
収

納
係

国
民
健
康
保
険
料
の
支
払
い
は

便
利
な
口
座
振
替
で

動
物
は
、
愛
情
と
責
任
を
も
っ
て

く
だ
さ
い
。

②
鑑
札
・
注
射
済
票
を
首
輪
に

付

け
ま
し
ょ
う
。
鑑
札
・
注
射

済
票
を
付
け
て
い

れ
ば
、
飼
い

大
が
万
一
逃
げ
出
し
て
も
飼
い

主
の

も
と
に
返
さ
れ
や
す
く
な

り
ま
す
。

③
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

④
鎖
・
首
輪
・
お
り
な
ど
の
点

検
を
し
ま
し

ょ
う
。

⑤
散
歩
は
引
き
綱
を
つ
け
て
し

ま
し
ょ
う
。

⑥
犬
・
猫
が
飼
え
な
く
な
っ
て

も
捨
て
る
の
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

⑦
危
険
な
動
物
を
飼
う
と
き
は
、

許
可
が
必
要
で

す
。
ニ
ホ
ン
ザ

ル

な
ど
の

飼
育
や
保
管
に
は
、

知
事
の

許
可
が
必
要
で
す
。

⑧
散
歩
の
と
き
の
ふ
ん
は
、
飼

い
主
が
始
末
し
ま
し
ょ
う
。

黯
松
戸

保
健
所
食
品
衛
生
課
昔

6
1
1
9乙１
（
／`
１

番

期間 11月15日金まで
11月16日土～11月

24日日

11月25日月～11月31日土

雫
石
Ｔ

陶芸｢須恵の会｣

作　 品　 展 国民文化祭

人 形 展

アトリエこたに

美　　術　　展？

－９

第　フ　回

Ｗ展(洋画)

黯社会教育課成人教育係

期　　間 内　　　　　　　 容

11/5(刈～10《日)

矢切児童美術研究所生徒ｲ乍品集

やゎら 木支援展

松戸あひる会展

11/12(刈～17(日〉
第３回日芸書道展

第７回グルーフ樹展

11/19(火)～24(日) 墨松会展

11/26㈲～12/1(日)

創美会展

第フ回松戸クロッキーの会作品展

凛の会洋画展

白藤会水墨・墨彩画展

12/4 冰)～８(日) 松戸地方特殊学級合同作品展

12/3(火)～８(日) 第26回丹青会水墨画展

休 館 日…月曜日・祝日・年末年始

開館時間…午前10時～午後６時(初日と最終日は変更もあり ます)

黷文化ホール昔67－7810番

文化ホールギャラリー

松戸駅市民ギャラリー

市 民 劇 場

市 民 会 館

正
し
く
飼
い
ま
し
よ
う

今
月
は
、
「
動
物
に
よ

る
危

害
防
止
対
策
強
化
月
間
」
で
す
。

犬
な
ど
の

動
物
に
よ
る
危
害

や

被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
動

物
は
愛
情
と
責
任
を
持
っ
て
正

し
く
飼
い

ま
し
ょ
う
。

①
飼
い
犬
は

、
登
録
と
狂
犬
病

予

防
注
射
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬
は
、

毎

年
一
回
の
登
録
と
狂
犬
病
予

防
注
射
が
必
要
で
す
。
平
成
３

年
度
の
登
録
・
注
射
が
ま
だ
済

ん
で
い
な
い
場
合
は
、
近
く
の

獣
医
師
の
と
こ

ろ
で
注
射
を
受

け
、
そ
の

証
明
書
を
持
っ
て

市

役
所
生
活
環
境
課
で
登

録
し
て



青

少
年

会
館

文
化

祭

催

し

物

日　　　 時 催　　 し

11/16 山 午後２時～ バドミ ント ン 大会

17(日)

午前10時～ 空手道 ・卓 球・囲
碁・将棋大会

午後1 時～ 音楽会（バ イオリ
ン、フル ート ）

午前11時
～ 午後2時

軽食堂

※作品展は11/16出～22(匐､午前9時～午後9時

※
卓
球
・
囲
碁
・
将
棋
大
会
は

小
・
中
学
生
ど
な
た
で

も
参

加
で
き
ま
す
。
(
月
曜
日
休
館
)

蠢
青
少
年
会
館
本
館

一`
4
4－8

5
5
6

番

新
技
術
フ
ェ
ア
・
関
東
'
9
1

1
1
月
1
4
日
困
・
1
5
日
麕
、
午

前
1
0
時
～

午

後
４

時
（
1
5
日

は

午

後
３

時

ま
で

）
　
　
会

場

関
東

地

方

建
設

局

関

東
技

術

事

務
所

（
初

富
飛

地

七
－

一
）
　
内

容
人

手

不

足

、
安

全

・

環
境

対

策

瀕

関

東
地

方

建

設

局
関

東

技

術

事

務

所
｛
1
8
9－
5
1
2
1

番

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、

市主催の催し物です。

松
戸

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

会
・

女

性
の

た
め

の
相

談
室

毎
週
木
曜
日
午
前
1
0時
～
午

後
５
時
　

会
揚
婦
人
会
館
　
費

用
無
料
（
秘
密
厳
守
）

蠢
生
木

｀
4
3－
8
2
3
1

番

ニ

ュ

ー

イ

ヤ

ー

コ

ン

サ

ー

ト

１
月
1
1
日
市
午
後
３
時
開
演

会

場

市
民

会

館
　

費
用

大
人

二

千

円

・

高
校

生
以

下

千

円

（
前

売

り
は

二

百

円
引

合
　

内
容

指

揮

・
大

町

陽

一
郎

、
ソ

リ
ス

ト

・
斉

田
正

子

、

演

奏

・

ニ
ュ

ー
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ

ス

ト
ラ

千
葉
　

曲

目

ド

ボ
ル

ザ

ー

ク

・
交

響
曲

第

九

番

「
新

世

界

よ

り

」
ほ

か
　

前

売

り
所

財

団

事

務
局
（
社
会

教

育

課
内

）
・

市
民

会

館
・
矢

切

公

民
館
・
婦

人

会

館
・
青

少

年
会

館
・
図

書
館

本

館
・
伊
藤
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
シ
テ
ィ

（
松
戸
駅
東
口
）
・
チ
ケ
ッ
卜
ぴ

あ
（
ボ
ッ
ク
ス
ヒ
ル
）
・
ユ
ー
カ

リ

書
林
（
新

松
戸

駅

西

口
）
・

中

村

屋

楽

器
（
西

友

常

盤
平

店

）

蠢

膕
松

戸

市
文

化

振

興

財
団

｀

6
4－

ｑ
冫
上
Ｇ
）
１

番

人口と世帯 （10月1日現在）

(
)
は
前
月
比

Ｏ人口　　458,893人　　（＋111）

男　233,536人　　（＋104）

女　225,357 人　　 （十　7 ）

Ｏ 世 帯　　164,733　　　 （＋244 ）

国

際

青

年

交

流

の

つ

ど

い

い
1
1
1
1

月
1
0
日

収

午
前
1
0
時
か

ら

（

雨
天

決

行

）

会

揚

流
山

青

年

の

家
　

費
用

模

擬

店
代

茴

流
山

青

年

の

冢

四
〇

４

７
１

－
5
9
1
2
0
0
4

番

講
演

会

「
若
く

美
し

く
老

い

る
た

め
に

」

1
1月
1
5日
廁
午
後
２
時
～
４

時
　

会
場
婦
人
会
館
　
費
用
無

料
　

講
師
国
際
婦
人
教
育
振
興

会
海
外
派
遣
委
員
・
矢
島
久
恵
氏

窟
松
戸
市
の
福
祉
を
考
え
爻

ｙ
・

齊
藤
四
6
6
1
8
5
0
9
番

松

戸
市

民
コ

ン

サ

ー
ト

1
2月
１
日
㈲
午
後
２
時
開
演

会
揚
市
民
会
館
　

費
用
千
五
百

円
　

内
容
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
の
レ

ク
イ

エ
ム
ほ
か

黯
桑
原
公
4
3－
9
3
9
0

番

ベ

ン

字

年

賀

状

講

習

会

1
1
月
1
4
日
團
・
2
1
日
團
、
午

後
１

時
～

３

時
　

会

場
馬

橋

市

民

セ
ン

タ

ー
　

費

用
千

五

百

円

（
材

料

費
含

む

）

鵞
馬

橋

ペ
ン

習

字

サ

ー

ク
ル

・

白

畑

｀
4
1－
8
6
4
0

番

と
も

し

び
読
書

会
文

化
講
演

会
1
1月
1
4日
出
午
後
１
時
3
0分

～
３

時
　
会
揚
婦
人
会
館
　

費

用
無
料
　
内
容
「
こ
と
ば
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
　

講
師
立

教
大
学
助
教
授
・
阿

部
珠
理
氏

熈
朝
倉
｀
4
5－
3
3
5
6

番パートタイム労働旬間

(11 月１日～10日)

シ

ル

ク

ス

ク

リ

ー

ン
（

版

画

）

作

品

展

1
1
月
２
日
出
～
1
0
日
㈲
　
会

場

婦

人

会

館
　

費

用

無

料

※
1
1
月
６
日
困
午
後
６
時
か
ら
、

制

作

現

場

を

一

般

公

開

し

ま

す

。

黯

松

戸

シ

ル

ク

ス

ク

リ

ー

ン

の

会

・

松

本

・
1
4
5－

8
1
9
9

番

平
成
４

年

松
戸

市
成

人
式

平
成
４
年
１

月
1
5日
（
成
人

の
日
）
　
会
揚
市
民
会
館
　

対

象
昭
和
4
6年
４

月
２
日
～
4
7年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
通
知
は
1
2月
中
旬
に
発
送
し

ま
す
。

蠢
社
会
教
育
課
青
少
年
婦
人
係

松
戸

第
九
コ

ン

サ

ー
ト

1
2月
1
5日
㈲
午
後
２
時
開
演

会
場
市
民
会
館
　
費
用
二
千
円

践
高
橋
・
。
4
2
－
2
9
7
3

番

講
座
・
講
演

矢

切

成

人

学

校

1
1
月
1
3
日
困
午
前
９
時
3
0
分

Λ
1
1
1
1

一
時
　

会

場

健

康

増
進

セ

ン

タ

ー
費

用

無
料
　

内

容
二

・

三

歳
児
の
子
育
て
―
心
を
育
て
る

―
　
講
師
女
子
美
術
大
学
助
教

授

・

横

湯

園
子

氏

奈
保

育

あ
り

、
お

や
つ

代

五

十

円

圉

電

話
で

、

社

会

教

育
課

成

人

教
育

係
へ

保

健
セ
ミ

ナ

ー
講
演

会

1
1月
2
1日
困
午
前
1
0時
～
正

午
　

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン

タ

ー
　
費
用
無
料
　
内
容
心
と
か

ら
だ
の
バ
ラ
ン
ス

を
保
つ

に
は

講
師
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
・
山
田
順
子
氏
　

定
員
先
着

百
五
十
人

圉
電
話
で

、
健
康
管
理
課
常
盤

平
方
面
保
健
室｛
1
8
4－
1
3
3

3
番
へ

お

ど

り

と

三

味

線

1
1
月
８
日
・
2
2
日
・
2
9
日
の

各
金

曜
日

、
午

後
１

時

～
４

時

会
場

叨

市
民

セ

ン

タ

ー
、

松
飛

台

市

民

セ
ン

タ

ー
　

費
用

無

料

圜

立

詩

吟
舞

踊

愛
好

会

・

小

林

｛
1
6
3－
0
6
7
4

番

健

康

カ

ラ

オ

ケ

コ

ン

テ

ス

ト

1
1
月
2
0
日
團
午
後
６
時
か
ら

会
場

市

民

劇
場
　

費

用
五

百

円

茴

健

康

カ
ラ

オ

ヶ

普
及

会

・

冨

永

四
4
1－
3
6
2
3

番

矢

切

公

民

館

サ

ロ

ン

コ

ン

サ

ー

ト

1
1
月
2
1
日
困
午
後
Ｏ
時
1
5
分

～

Ｏ

時
4
5
分
　

会

場

総

合
福

祉

会

館

一
階

ロ

ビ
ー
　

出

演
ふ

よ

う

会
（
箏

曲

）
　
内

容

花
か

げ

ほ

か
　

費
用

無
料

圜

矢

切

公
民

館

｀
6
8
1
1
2
1

4
番

家
事
家
計
講
習
会

期 日 時 間 会　　 場

11/

19

午前10時

～正午

小金市民センター

26 市　 民　会　館

29 稔台市民センター

30 小金原市民センター

費
用

三
百

五

十

円

※
託
児
あ
り
（
二
歳
以
上
、
昼

食

代
と

も

二
百

円

、
要

予
約

）

蠢

松

戸

友
の

会

・
藤

井

公
6
3－

7
6
2
2

番

小

金

原

成

人

学

校

み

ん

な

で

考

え

る

子
育

て

1
1
1
1

月
1
2
日

㈹

午

前
９

時
3
0
分

～
1
1
時
3
0
分
　

会

場
小

金
原

体

育

館

講
師
「
わ
い

ふ

」
編

集
長
・

田

中
喜

美

子

氏
　

費
用

無
料

※
託
児
あ
り
（
お
や
つ
代
五
十
円
）

惠

電

話
で

社

会

教

育
課

成
人

教

育

係

へ

松

戸

骨

髄

バ

ン

ク

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

1
1
月
1
7
日
収
午
後
１
時
3
0
分

～
４

時
　

会

場

勤

労
会

館
　

内

容

講

演
「
血

液

疾
患

と

骨

髄
（
ず

い
）
移

植

に

つ
い

て

」
、
患

者

・

家
族

か

ら

の

訴
え

、

骨

髄
提

供

者
の

体

験

発

表

な
ど

蠢

千

葉

骨
髄

バ

ン

ク
推

進

連

絡

会

・

小
松
・
1
0
4
7
1

－
2
7
－

1
9
7
3

番

東

葛

飾

郡

市

農

産

物

品

評

会

1
0

1
1

/
9

期
日

正
午
～

午
後
３
時

午
前
９
時
～
正
午

午
後
２
時
～
５
時

時
　

間

出
品
物
即
売

品

評

会

(
一
般
公
開
)

内
　

容

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

黯
東
葛
飾
農
業
改
良
普
及
所

｀

0
4
7
1
－
4
4
1
8
1
1
5

番

ま
た
は
市
役
所
農
政
課
指
導
係

東

葛

飾

地

区

政

治

学

級

1
2月

２

日
囲

午
後

１

時
3
0
分

～
４

時
　

会

場
東

葛
飾

合

同

庁

舎
　

内

容

講

演

「
国

内

政

治

・

選

挙
に

つ

い
て

」

＝

Ｎ
Ｈ

Ｋ

解

説

委

員
・

前
田

一

郎
氏

、

「
健

康

を
保

つ

た
め

の

正

し
い

食

生

活
に

つ

い
て

」

＝

三

育

短

期

大

学

講
師

・

田
丸

淑

恵

氏
　

定

員

百

五
十

人
（
抽

選
）

匣
1
1
月
2
7
日
困
ま
で
に
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性

別
・
電
話

番

号
を

記

入
し

て

、

〒
2
7
1松

戸

市
小

根

本

七

東
葛

飾

支

庁
総

務

課
企

画

係

（
｛
1
6
1－

2
1
7
5

番

｝
へ

千

葉
県

屋
外
広

告
物

講
習

会

1
1月
1
9日
㈹
・
2
0日
圉

、
午

前
９
時
3
0分
～
午
後
４

時
（
2
0

日
は
午
前
1
0時
か
ら
）
　
会
場

教
育
会
館
（
千
葉
市
）
　

受
付

期
間
1
1
月
1
5
日
窗
ま
で

黯

建
築
指
導
課
庶
務
係

わ

か

ば

祭

1
1
月
1
0
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午

後
２

時
4
5
分
　

会

場
わ

か

ば

園

園
庭
（
金

ヶ
作

二
七

六
－

二

五

）

内

容

も

ち
つ

き

、

作
品

販

売

、

バ

ザ
ー

、
コ

ン

サ

ー

ト
な

ど

交
通

五

香
駅

東

口

か
ら

新

京

成

バ
ス
「
小

新
山

行

き
」
で

、

新

栄

町
入

口
下

車

徒

歩

三
分

蠢
わ

か

ぱ
園

四
8
4－
0
1
6
5

番

ス
ポ
ー
ツ

市

民

体

育

祭

な

ぎ

な

た

大

会

1
1
月
1
7
日
面
正
午
～
午
後
４

時
　

会

場
運

動

公

園
剣

道

場

対

象

市
民
　

費
用

千
円

蠢

松

戸

市
な

ぎ

な

た
連

盟

・

野

口
｛
1
4
5－
0
4
1
0

番

北小金駅周辺

チ

ャ

レ
ン

ジ
卓

球
教

室

1
2月
７
日
出
午
後
１

時
3
0分

か
ら
　

会
揚
小
金
原
体
育
館

費
用
五
百
円

茴
松
戸
市
卓
球
協
会
・
五
十
嵐

｛
苡
J
1
1
5
1
0

番

新

松

戸

地

区

軽

ス

ポ

ー

ツ

教

室1
1
月
1
7
日
㈲
午
前
９
時
～
正

午
　

会
場

新

松

戸
西

小

学
校

費

用
無

料
　

内

容
ソ

フ

ト

バ
レ

ー

ボ

ー
ル

、

イ
ン

デ
ィ

ア

カ
、

ラ

ー
ジ

卓

球

、

グ
ラ

ウ

ン

ド
ゴ

ル

フ

惠

当

日

会

場
で

默

体

育

指
導

委

員

・

小

林

｀
4
5

1
3
6
8
5

番

家
庭

婦
人

卓
球

大

会

1
1
月
1
5
日
倒
午
前
９
時
か
ら

会
場
運
動
公
園
体
育
館
　

対
象

市
内
在
住
・

在
勤
の
婦
人
　

費

用
四
百
円
　

内
容
ラ
ン
ク
別
ダ

ブ
ル
ス
大
会

惠
1
1月
８
日
廊
午
前
1
0時
か
ら

運
動
公
園
会
議
室
で
行
わ
れ
る

組
み
合
わ
せ
会
議
で

蠢
家
庭

婦
人
卓
球
連
盟
・
西
村

｛
い
4
5－0
9
8
8

番

ソ

フ

ト

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会

1
1
月
2
3
日
吩
、
1
2
月
８
日
収
、

午

前

９

時

～

午

後

―

時
　

会

場

小

金

原

体

育

館
　

費

用

三

百

円

圉

当

日

会

場

で

黯

体

育

指

導

委

員

・

松

丸

｀
4
3

1
6
6
0
8

番

市

民

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

大

会

1
2月
１

日

照
・
８

日
旧

、
午

前

８

時
3
0
分
～

午
後
５

時
　

会

揚

運
動

公

園

体

育
館
　

対

象
市

内

在

住

・

在

勤
の

人
　

費
用

一

チ

ー
ム
二
千
円
　
代
表
者
会
議
1
1

月
2
0
日
用

午
後
７

時

か

ら
小

金

中

学

校
で

惠
1
1
月
1
4
日
用
必
着
で
、
ハ
ガ

キ

に

チ

ー
ム

名

・
代

表

者

名

・

住

所

・
男

女

の

別
を

記

入
し

て

、

〒
2
7
0松

戸

市

横

須

賀

一

八

七

小

金

中

学
校

内
・
浜
田

一

彦
（
｛
1

4
1－
0
6
4
6

番

｝
へ

北小金駅は明治44年に開設された、松戸駅・馬橋駅に次いで

市内で三番目に古い駅です。

旧水戸街道から別れた本土寺の参道の途中に作られた駅で、

アジサイの季節になると、観光客の姿も多くみられます。

今、南口の駅前は、平成５年度完成予定の再開発事業が進め

られており、大きく変わろうとしています。

まつど今昔

写真館

北小金駅前（昭和29年 ）



情報
療

育

相

談

1
1月
1
4
日

團

午

後
１

時
～

１

時
3
0
分

の

間

に
受

け

付

け
　

会

場
松
戸
保
健
所
　
費
用
無
料

対

象

乳
児

の

股

関

節

脱
臼

検

診

米

受

診

者
や

、

整
形

外

科

学

領

域

の

診

察
・

相

談

な
ど

を

希

望

す

る

十
八

歳
未

満
の

人

蔗

電

話
で

、
松

戸

保

健
所

保

健

指

導

課
・
1
6
1
1
2
1
2
1

番
へ

愛
の
献
血

主
催

時
間

場
所

期
日

松
戸
市

午
前
１
０
時
～
１
１
時
3
0
分

と
午
後
１
時
～
４
時

松
戸
駅
東
口

1
1
/
1
6

1
8

鷓
健
康
管
理
課
業
務
係

婚 前・ 新婚 学級

保

健

衛

生

期 日 時間 会場 対象 内　　　　　 容

11/25(月)

午後6
時30
分～8
時30
分

勤

労

会

館

未

婚
ま
た

は
新
婚
の

男
女

( 一
人
で

も
参
加
可)

結婚 つて､ 親になる つてど んなこと ？

干葉大保 健管理センター

時田　 光人氏

※血圧測定 ・尿検査（無料）

12/2( 月)

妊娠 ・出 産の心得

医 師・林　　 謙治氏

※血液検査（貧血・梅毒・風しん・

抗体価などこ有料）

９（月）
幸せな家 庭設計のために（保健 婦）

※検査 結果を お知ら せしま す。

[隰11 月22日廁までに、電話で健康管理課松戸方面保健

室へ

フ
ォ
ト

サ

ー
ク
ル

Ｂ
Ｏ
Ｋ

Ｅ

毎
月
第
四

金
曜
日
、
午
後
７

時
～
９

時
　

会
場
婦
人

会
館

対

象
十
六
歳
～
三
十
歳
く
ら
い

の
人
　

費
用
月
千
円
（
入

会
金

な
し
）

默
清
水
四
4
2－
0
6
6
1

番

中

国
語

学
習

会

毎
週
火
曜
日

、
午
後
１
時
～

３

時
　

会
揚
市
民
会
館
　
費
用

月
二
千
八
百
円
入

会
金
な
し

）

黯
赤
坂

｀
4
1－
9
7
3
5

番

リ
ン
リ

ー
ズ

（
混

声
合

唱
）

毎
週
土
曜
日

、
午
前
1
0時
～

正
午
　
会
場
明
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
月
三
千
円
（
入
会
金
な
し
）

蠢
平
川

公
6
2－
9
3
4
8

番

三

歳

児

健

康

診

査

1
1
月
５
日
～
2
6
日
の
毎
週
火

曜
日
　

会
場

松

戸

保
健

所
　

対

象
昭

和
6
3
年
７

月

―
日

～
3
1
日

生

ま

れ
の

幼

児

※
該

当
し

て
い

て

健

康
診

査

票

が
届
か
な
い
場
合
は
、
ハ
ガ

キ
に

住

所

・
電

話
番

号

・
幼

児

氏

名

・
幼

児

生

年
月

日

・

保
護

者

氏
名

・

転
入

月

日

を

記

入

し
て

、

〒
2
7
1松

戸

市

小

根

本

七

松
戸

保

健

所
三

歳

児

健

診

係

へ

蠢
松

戸

保

健

所

保
健

指

導

課

｀

6
1
1
9？
１
９
』１

番

ボ
ー
イ
・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

サ

｜

ク

ル

ボ ーイス カウト

(来春新1 年生～新３年生の男子)

松戸 第10団 馬 橋西 松井登41-8688

〃第11団 新松戸 安 達豐45-1690

団　　 名 活動方 面 連　 絡　 先 ガ ールスカ ウト

(来春新1 年生からの女子)松戸 第１団 牧の原・常
盤平

木村豐88-0134

〃第２団 北小金 小川豊44-3436 千葉第20団 松　 戸 中 村登64-5974

〃第３団 稔台･八柱 田中き62-4857 〃第24団 上本翹 武石酋44-6618

〃第４団 五香六 実 中村昔87-6097 〃第26団 小　 金 関f145-8434

〃第５団 松戸 坂場昔63-9362 〃第35団 常盤平 岡田豐86-6159

〃第６団 小 金原 水野魯42-2015 〃第37団 棯　 台 田中昔62-4857

〃第７団
ハンディキ
ャップスカ

ウト対象
伊藤昔41-9500

〃第38団 五　 香 平野酋64-8449

〃第70団 新 松戸 松浦き43-2358

〃第８団 八ヶ崎 宮下豐41-6050
〃第85団

ハンディキ
ャップスカ

ウト対象
伊藤昔41-9500

〃第９団 矢切･二十
世紀が丘

田中f165-4580

お
知
ら
せ

ふ

る

さ

と

便

「
松

戸

名

産

の

ね

ぎ

」

を

贈

り

ま

せ

ん

か

引

き
渡

し

・
発

送

期
間

１９
一
月

５

日

團
～
2
5
日

困
　

価

格

矢
切

ね

ぎ
＝

一
箱

二

千
円

（
泥

ね

ぎ

葉
付
き
七
㌔
㌘
入
り
）
、
あ
じ

さ
い
葉
ね
ぎ
＝
一
箱
千
三
百
円

（
洗
い
ね
ぎ
＝
一
・
五
㌔
㌘
入
り
）

〔
い

ず

れ

も

送
料

別

〕

圃
1
2
月
2
0
日

窗
ま

で

に

、
矢

切

ね

ぎ
＝

松

戸

市

農
協

経

済
セ

ン

タ

ー

一`
4
1－

5
1
5
1

番
ま

た

は
最
寄
り
の
同
農

協

各
支

貞

土

・
日

曜

日

を

除
く

）
、
あ

じ

さ
い

葉

ね

ぎ
＝

千

葉

小
金

農

協
四
4
2

－
1
0
7
9

番

（
日

曜
日

を

除

く

）
へ

蠢 松戸市スカウト連絡協議会・安井登85－9143番(夜間)

再

生

自

転

車

を

販

売

受
付
日
時
1
1
月
1
5
日
面
午
前

９

時

～
午

後
３

時
、
1
6
日

出

午

前
９

時

～
１１
一
時
　

抽

選

・
販

売

日
時
ｕ
一
月
1
6
日
出
午
前
1
1
時
か

ら
　

会
場

生

き

が
い

福

祉
セ

ン

タ

ー

（
金

ヶ

作

二
七

七

丿
四

）

台

数

・
価

格
三

十

台

こ

台

五

千

円
～

一
万

一
千
円
　

交
通

五

香

駅
東
口
か
ら

新

京
成

バ
ス

示

新

山
行

き

」

ま

た
は

「
柏
陵

高

校

行
き

」
で

、

新
栄

町
入

口

下

車

（
五

香

駅

発

、
午

前
９

時
2
1

分

・
3
0
分

、
1
0
時
４

分

か
あ

り

ま

す

）

※
抽
選

日

当
日
（
1
6日

）
は

、

五

香
駅

東

口

午
前
1
0
時

発
の

事

対
象
小

学
生
以
上
二
十
五
歳
ま
で
の
青
少
年
（
社
交
ダ
ン
ス
は

三
十
歳
ま
で

）

内　　 容 団　 体　 名 連 絡 先 活 動 日

卓　　　　　 球
青　　　　 松　　　 会 永沼昔41-1725 日 曜日 の午前

松戸ジュニ ア卓 球ク ラブ 青少年会 館

f144-8556

土曜日 の午後

パスケツトボール シ ニ　 フフ　Ｍ・Ｂ・Ｃ 木曜日 の夜

空　　 手　　 道 新 松 戸 空 手 道 会 塚田昔48-5326
日 曜日 の午前

バ イ オ リ ン
コ　 ス　 モ　 ス　 会 磯野豐92-9003

ひ　 ま　 わ　 り　 会 和田昔41-3196 土曜日 の午後

フ　 ル　 ー　ト
松戸 フ ル ート サー ク ル 目黒昔88-5580 日 曜日 の午前

フルート サ ークル つぼめ 名藤豐42-9263 土曜日 の夜

社 交 ダ ン ス サン デーダンスサ ーク ル 福沢昔48-4226 木曜日 の夜

将　　　　　棋 松 戸 王 将 サ ー ク ル 清宮登42-0938 土 曜日 の午後

パ ン フ ラ ワ ー 白 バ ラ サ ー ク ル 田中豐41-8298
日曜日 の午後

さ　 い　 ほ　 う 新松 戸 さ い ほ うク ラ ブ 稲本昔67-2661

囲　　　　 碁 レ　　 ツ　　 ツ　　 碁 渡辺 昔42-7464 日曜日の 午前

手　　 編　　 み 小 ぱ と 手 あ み サ ーク ル 鰐部昔68-3210
土曜日の午 後

海　 外　 文　 通 松戸小 学生英会話クラブ 中 沢昔45-0647

さ

く

ら

会
（

健

康

体

操

）

毎

週

火

・
木

曜
日

、

午
前
９

時
2
0
分

～
１１（
時
　

会

場

常
盤

平

体
育

館
　

対

象
婦

人
　

費
用

月

二

千

円

（
入

会

金

千

五
百

円

）

崑

大

内

四
8
7－
1
9
5
1

番

業

団

マ

イ

ク
ロ

バ
ス

を

運

行

し

ま

す
（
迎

え

の
み

）
。

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

車
で

の

来
場

は

ご
遠
慮

く

だ

さ

い

。

蠢

生

き

が
い

福

祉

事

業
団

四
8
4

－
3
1
9
1

番

移

動

暴

力

相

談

所

の

ご
利

用

を1
1
月
2
1
日
團
午
前
1
0
時
～
午

後

４

時
　

会

揚
東

葛

飾
支

庁

黯

朏

千
葉

県
暴

力

団

追
放

県

民

会

議

事
務

局
｛
1
0
4
7
2

－
5
4

－
8
9
3
0

番

黯 青少年会館本館昔44－8556番

常

盤

平

女

声

合

唱

団

毎
週

火
曜
日

、
午
前
1
0
時
～

正

午
　

会

場

常
盤

平

市

民
セ

ン

タ

ー
　

費

用

月
二

千

五
百

円

入

会
金

千

巴

窟

岩
佐

｀
8
8－
4
3
7
9

番

新

年

の

あ

い

さ

つ

は

年

賀

名

刺

交

換

で

年
賀

名

刺
は

、

名

簿
式

の

小

冊
子

に

申
込

者
の

職

業

（
ま

た

は
職

名

）

・
氏

名

・

住
所

・

電

話
番

号

を
印

刷

し

、

年
初

め

に

申
込

者
に

送

る
も
の

で

す

。

対

象

市
内

在

住

・

在
勤

の

人

費
用

六
百

円

圃
1
1
1
1

一
月
1
5
日

脂

ま
で

に

、

必

要

事
項

を

記
入

し

た

申
込

書

に

費

用

を

添
え

て

、

直

接
秘

書

課

ま

た
は

各

支

所
へ

黯

秘

書

課

1
1
月
は
、
ゆ
と
り
創
造
月
間

八坂神社前（昭和

30年 ごろ ）＝田中

秀雄さん提供

募
　
　
集

郵

便

局

の

年

末

年

始

ア

ル

バ

イ

ト

募

集

期
間

１９
一
月
2
0
日

～

１

月
６

日

ぐ

ら
い
　

対

象
主

婦

・

大

学
生

・

高
校

生
　

時

給

外

務

（

郵
便

物

の
配

達
）

＝

八
百

五

十
円

、

内

務
（
郵

便

物
の

区

分

）
＝
六

百

八

十
円

〔
主

婦
・

大

学

生
は

割

り

増
し

有

り

〕

蠢

松
戸

郵

便

局

四
6
2－
2
3
5

7

番

、
松

戸

北
郵

便

局
｛
1
4
1－

7
0
7
1

番

青

年
海

外
協

力

隊
・

秋
の
募

集

説
明

会

ｎ

月
７
日

出
午
後
６

時
3
0分

～
８
時
3
0分
　
会
場
勤
労
会
館

覬

国
際
協
力
事
業
団
関
東
支
部

｛
1
0
3－
3
3
5
9

－
8
2
8
1

番

松
戸
市
内
で

撮
影
し
た
古
い
写
真
を

探
し
て
い
ま
す
。
懐
か
し
い
風
景
や

記
念
写
真
が
あ
り
ま
し
た

ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。“

　
　
　
　
　

蠢
広
報
課

市役所・支所

連絡先

救急医療体制

●市　役　所(66)1111

●常盤平支所(8Z)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………容68-3756 番

◆待機病院(毎日)･ 午後5時～午前9時

テレホンサービス……………………容66-0010 番

◆緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時

テレホンサービ ス……………………f166-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～11 時

衛生会館内……………………………S65-3430 番

健康保険証を忘れずに
ハ

ワ
イ
通
り
（
昭
和
3
7年
）
。
シ
ュ
ロ

の
並
木

が
植
え

ら
れ
、
南
国
風
の
雰
囲
気
が
感
じ
ら

れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
う
呼
ば
れ
ま
し
た

古
い
写
真
を
お
貸
し
く
だ
さ
い

青
少
年
会
館
活
動
サ
ー
ク
ル
会
員

ご参加ください



この数なあに？

た
た
い
て

渡
る
人
も
い
る
？

山
や
川
の
多
い
わ
が
国
で
は
、

昔
か
ら
橋
は
欠
か
せ
な
い
も
の

川
に
は
二
つ
の
流
れ
が
あ
る

そ
う
だ
。
目
に
見
え

る
表
面
の

流
れ
と
、
目
に
見
え

な
い
川
底

の
流
れ
。
同
様
に
、
真
実
は
物

事
の
奥
深
く
を
流
れ
て
い
る
も

の
。受

賞
作
品
「
底
流
」
を
、
土

屋
さ
ん
は
そ
ん
な
ふ

う
に
説
明

し
て
く
れ
た
。

野
外
彫
刻
に
関
し
て

古
く
か

ら
力
を
入
れ
て
い
る
、
山
口
県

宇
部
市
の
常
盤
公
園
内
に
完
成

し
た
こ

の
「
底
流
」
は
、
コ
ン

ク
リ

ー
ト
製
橋
脚
の
一
部
を
用

い
た
作
品
で

あ
る
。

制
作
に
あ
た
っ
て

は
、
現
地

へ

赴
き
、
そ
の
土
地
の
歴
史
や

人
々
の
生
活
ぶ
り
を
探
る
。
材

料
も
そ
の
土
地
の
生
活
か
ら
出

で
し
た
。

私
た
ち
の
街
に
も
橋
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
川
に

架
か
る

橋
、
谷
に
架
か
る
橋
、
電
車
の

線
路
や
道
路
と
の
立
体
交
差
の

た
め
の
橋
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て

合
わ
せ
る
と
、「
市
内
に
は
三
百

四
十
六
」
の
橋
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
大
橋
、
馬

橋
と
い
っ

た
「
橋
」
の
つ
く
地
名
も
あ
り
、

地
名
の

由
来
と
な
っ
た
橋
は
今

も
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

馬
橋
駅
の
東
側
、
旧

水
戸
街

道
の
中
津
川
を
渡
す
橋
、
馬
橋

に
は
こ

ん
な
話
も
。

昔
、
こ
の

橋
は
大
雨
の
度
に

流
さ
れ
て
い
た
の
で

、
良
観
上

た
も
の
を
使
う
。
だ
か
ら
「
現

地
へ
行
っ
て
み
な
い
と
何
を
つ

く
る
か
分
か
ら
な
い
」
と
言
う
。

こ
の
作
品
に
取
り
入

れ
た
橋

脚
も
、
宇
部
市
を
訪
れ
、
市
内

を
巡
っ
て
い
る
最
中
に

、
橋
の

架
け
替
え
工

事
に
出
く
わ
し
た

時
の
も
の
。

古
い
橋
脚
を
埋
め
尽

く
す
貝

や
、
石
の
よ
う
な
コ
ン

ク
リ

ー

ト
の
塊
が
、
宇
部
市
の
歴
史
を

物
語
る
。

土
屋
さ
ん
は

福
井
の
出
身
で
、

十
二

年
ほ
ど
前
か
ら
松
戸
で
生

活
し
て
い
る
。

彼
が
手
に
す
る
素
材
は
、
木

や
鉄
、
石
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
共

通
す
る
の
は
、
そ
れ
ら
が
「
人

間
社
会
で
一
度
使
っ
て

捨
て
ら

｢底　流」

人

（
万
満
寺
の

前
身
の
大
日

寺

を
開
山
）
が
、
馬
の
く
ら
の
形

を
し
た
橋
を
架
け
さ
せ
ま
し
た

。

そ
れ
以
後
、
橋
は
流
さ
れ
る
こ

と
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
人
々

は
大

変
喜
ん
で

、
い
つ
し
か
そ

の

橋
を
「
馬
橋
」
と
呼
ぶ
よ
う

に

な
っ
た
と
の
こ
と
。

橋
に
よ
っ
て

生
活
は
便
利
に

な
り
ま
す
。
多
く
の
人
や
車
が

行
き
交
い
ま
す
。

橋
は
、
単
な
る
物
の
橋
渡
し

を
し
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
地

域
と
地
域
、
人
と
人
と
の
、
心

の
懸
け

橋
と
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現代日本彫刻展大賞(宇部市賞)受賞

土 屋 公 雄に

れ
た
も
の
」
で

あ
る
こ

と
。

そ
の

作
品
は
現
代
の
消
費
社

会
に
対
し

、「
本
当
に

捨
て
て

い
い

も
の
な
の
か
」
と
疑
問
を

投
げ
か
け

、「
流
木
に

も
石
こ

ろ
に

も
、
人
間
と
同
価
値
の
生

命
が
あ
る
」
こ

と
を
訴
え
る
。

「
私
は
、
美
し
い

も
の
や
伝

統
的
な
も
の
を
追
っ
て
い
て
も
、

意
味
が
な
い
ん
で

す
。
人
間
と

し
て

『
今
』
を
ど
う
生
き
る
か
、

『
今
』
を
見
て
い
き
た
い
作
家

な
の
で

す
」

彼
の

哲
学
は
、
生
涯
変
わ
る

こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
。

（
八
ヶ
崎
在
住
一

「今」を見つめる

スナップ

ショット

あなたの撮ったスナップ写真（街の話題・

身近な出来事など）をお寄せください。採

用の方には記念品を差し上げます。

黯広報課

71校・710人が健脚を

競う 伝
統
芸
能
に
う
っ
と
り

一東葛飾中学駅伝大会－

市内で初めての薪能が、10月18日( 金)の午後 ６時から 本土寺の境

内で行われました。

屋外での薪能をぜひ実現させようと、市民有志で結成された松戸

薪能の会( 石堂巌会長)が､財松戸市文化振興財団との共催で実現さ

せたもので、出演者は豊島訓三さんら金剛流の一流メンバー。

約700 人の観客は、名さつ・本土寺を舞台にした華麗な演技にう つ

とりとしていました。

一生懸命な姿に思わず拍手

東葛飾地区の全中学校が参加し

て、「45 周年記念 一東葛飾地方中学

校駅伝競走大会」が、10月19日土

に開催されました。

コースは野田市の総合陸上公園

運動場から、松戸市立中部小学校

までの32.78km。 10区間に分かれ、

参加した71 校の選手が健脚を競い

ました。

優勝は我孫子市の白山中で、松

戸市では、第一中学校が４位と健

闘しました。

どの選手も力を出しきった白熱

の展開で、沿道からは、たくさん

の拍手がわき起こっていました。

生
徒
た
ち
が

一
生
懸
命
に
走
る
と
こ

ろ
が
好
き
で
、
毎
年
応
援
に
来
て
い
ま

す
。今

年
も
、
知
り
合
い
の
お
子
さ
ん
が

走
る
と
い
う
の
で
、
頑
張
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
、
か
け
つ
け
ま
し

た
。

ど
の
生
徒
も
、
日
ご
ろ
の

練
習
の
成

果
を
存
分
に
発
揮
し
て
い
た
と
思
い
ま

す
。

平賀

宮沢　 和江さん

人

「

羽
衣

」
（
上

）

と

「

柿
山

伏
Ｌ
（
下

）

を
演

じ

る

金

剛
流

の

皆

さ

ん

松戸で初めての薪能

”346

”
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